




A Study of the State Examination for Secondary School Teachers of 
Japanese (Kokugo)  in Pre-War Japan (1)
OGASAWARA Taku
キーワード：検定試験制度，中等学校教員，国語科，教員の学び，戦前期
















































































































































 → 小  准 →                 →高等教員検定試験 
         → 専  正 →        
         →  尋  正 →                   
         → 本  正 →                 →  帝大選科    
         → 専  検 →                   
 
→ 中学校   →                 →  広島文理大   
         → 実業学校 → 
         → 高等女学校 → 



















































































































































































































男 女 合計 男 女 合計
1895（明治28）年 187 7 194 20 2 22 11.34%
1896（明治29）年 179 16 195 15 7 22 11.28%
1897（明治30）年 184 15 199 24 5 29 14.57%
1898（明治31）年 307 16 323 37 4 41 12.69%
1899（明治32）年 359 22 381 49 8 57 14.96%
1900（明治33）年 － － 490 － － 39 7.96% ※1
1901（明治34）年 － － 610 － － 45 7.38%
1902（明治35）年 － － 569 － － 46 8.08%
1903（明治36）年 － － 698 － － 44 6.30%
1904（明治37）年 － － 606 － － 48 7.92%
1905（明治38）年 － － 559 － － 55 9.84%
1906（明治39）年 － － 558 － － 47 8.42%
1907（明治40）年 540 33 573 53 3 56 9.77%
1908（明治41）年 488 44 532 57 6 63 11.84%
1909（明治42）年 319 24 343 36 0 36 10.50%
1910（明治43）年 305 17 322 41 2 43 13.35%
1911（明治44）年 297 15 312 36 1 37 11.86%
1912（明治45）年 253 17 270 23 2 25 9.26%
1913（大正２）年 274 19 293 33 2 35 11.95%
1914（大正３）年 258 14 272 27 2 29 10.66%
1915（大正４）年 283 21 304 38 6 44 14.47%
1916（大正５）年 260 6 266 34 1 35 13.16%
1917（大正６）年 242 8 250 18 2 20 8.00%
1918（大正７）年 240 11 251 27 2 29 11.55%
1919（大正８）年 225 8 233 38 2 40 17.17%
1920（大正９）年 248 15 263 42 4 46 17.49%
1921（大正10）年 502 10 512 60 1 61 11.91% ※2
1922（大正11）年 1,015 39 1,054 77 5 82 7.78% ※3
1923（大正12）年 967 54 1,021 136 5 141 13.81%
1924（大正13）年 270 114 384 132 17 149 38.80% ※4
1925（大正14）年 1,122 153 1,275 108 18 126 9.88%
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1926（大正15）年 1,495 182 1,677 119 8 127 7.57%
1927（昭和２）年 1,122 26 1,148 76 13 89 7.75% ※5
1928（昭和３）年 1,672 196 1,868 65 11 76 4.07%
1929（昭和４）年 1,129 208 1,337 61 7 68 5.09%
1930（昭和５）年 1,110 192 1,302 89 1 90 6.91%
1931（昭和６）年 1,100 160 1,260 78 11 89 7.06%
1932（昭和７）年 1,062 37 1,099 89 3 92 8.37%
1933（昭和８）年 940 79 1,019 84 0 84 8.24%
1934（昭和９）年 885 42 927 73 5 78 8.41%
1935（昭和10）年 764 44 808 67 3 70 8.66%
1936（昭和11）年 733 42 775 70 3 73 9.42%
1937（昭和12）年 658 38 696 65 4 69 9.91%
1938（昭和13）年 603 43 646 58 4 62 9.60%
1939（昭和14）年 610 43 653 54 3 57 8.73%
1940（昭和15）年 645 45 690 48 4 52 7.54%
1941（昭和16）年 　　　　　　　　　　（これ以降，記録なし。）
合　　　計 23,852 2,075 30,017 2,257 187 2,768 10.68%
［備考］       
※　『文部省年報』を参照して作成。    
※　数値には，他の学科目に重複して出願したり，合格したりした者を含んでいる。






























年度 Ａ Ｂ Ｃ  Ｄ Ｅ 年度 Ａ Ｂ Ｃ  Ｄ Ｅ
1895（明治28）年 － 10 22 － － 1920（大正９）年 108 88 46   242 19.01%
1896（明治29）年 － 1 22 － － 1921（大正10）年 112 138 61   311 19.61%
1897（明治30）年 － 45 29 － － 1922（大正11）年 93 120 82   295 27.80%
1898（明治31）年 － 51 41 － － 1923（大正12）年 169 242 141   552 25.54%
1899（明治32）年 － 80 57 － － 1924（大正13）年 207 226 149   582 25.60%
1900（明治33）年 － 16 39 － － 1925（大正14）年 252 350 126   728 17.31%
1901（明治34）年 － 13 45 － － 1926（大正15）年 174 693 127   994 12.78%
1902（明治35）年 － 38 46 － － 1927（昭和２）年 108 1,137 89 1,334 6.67%
1903（明治36）年 － 33 44 － － 1928（昭和３）年 245 1,233 76 1,554 4.89%
1904（明治37）年 － 60 48 － － 1929（昭和４）年 205 1,496 68 1,769 3.84%
1905（明治38）年 － 66 55 － － 1930（昭和５）年 179 1,554 90 1,823 4.94%
1906（明治39）年 － 65 47 － － 1931（昭和６）年 147 1,699 89 1,935 4.60%
1907（明治40）年 59 56 56 171 32.75% 1932（昭和７）年 85 1,479 92 1,656 5.56%
1908（明治41）年 86 73 63 222 28.38% 1933（昭和８）年 84 1,939 84 2,107 3.99%
1909（明治42）年 50 76 36 162 22.22% 1934（昭和９）年 124 1,400 78 1,602 4.87%
1910（明治43）年 68 50 43 161 26.71% 1935（昭和10）年 116 1,235 70 1,421 4.93%
1911（明治44）年 84 44 37 165 22.42% 1936（昭和11）年 129 1,255 73 1,457 5.01%
1912（明治45）年 87 64 25 176 14.20% 1937（昭和12）年 103 1,203 69 1,375 5.02%
1913（大正２）年 91 78 35 204 17.16% 1938（昭和13）年 － － 62  － －
1914（大正３）年 136 73 29 238 12.18% 1939（昭和14）年 111 980 57 1,148 4.97%
1915（大正４）年 106 67 44 217 20.28% 1940（昭和15）年 117 898 52 1,067 4.87%
1916（大正５）年 99 80 35 214 16.36% 1941（昭和16）年 － － － － －
1917（大正６）年 125 71 20 216 9.26% 1942（昭和17）年 － － － － －
1918（大正７）年 102 81 29 212 13.68% 1943（昭和18）年 － － － － －
1919（大正８）年 109 92 40 241 16.60% 1944（昭和19）年 － － － － －
［備考］           
＊『文部省年報』によって作成した。      
＊Ａ～Ｅの記号は以下の意味を表している。      
　Ａ：検定を要さない「国語（及漢文）」の免許状取得者     
　Ｂ：無試験検定による「国語（及漢文）」の合格者     
　Ｃ：「文検国語科」の合格者     
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５）２）に同じ，36頁。
６） 寺﨑昌男・｢ 文検 ｣ 研究会編『「文検」試験問題の研究――戦前中等教員に期待された専門・教職教養
と学習』学文社，2003年，287頁。
７）西川良一『文検国語科の新研究』文泉堂書房，1935年，13頁。
８） ４）において紹介した小林忠雄は，７）の西川とほぼ同一の表を用いて，「文検」制度を説明している
が，その際，次のように述べている。
　現行の規程によれば，小学校を卒業した者ならば，何人と雖も純独学をもつて高等学校教授に
まで進むことが出来るやうになつて居ります。（中略）其の如何なる進路によるかは勿論各自の任
意でありますが，道は既に拓かれて居るのでありますから，有為の諸君は此の向上の一路を奮迅
せられたいものであります（前掲『文検国語科精義』８‒９頁）。
９） このときの「国語科」と「漢文科」の分離は，受験生にとって極めて有利に働くものと考えられたよ
うである。当時の受験案内書には，次のように述べられている。
　又受験者にとつて福音と言ふべきものは大正十年度から国語漢文科の一科が二科に分離せられ
た事である。所謂二兎を追ふ者は一兎を獲ずの譬に洩れず，国語と漢文の合併の受験は少し辛か
つた。然るに今度は一科づヽ受験せられる事となつたのであるから益々受験に好都合と言はねば
ならぬ。（石川誠『文検受験用 国語科受験者のために』大同館書店，1923年，３頁）。
10） その数少ない女性合格者のなかに戦後における代表的な国語教育実践者として知られる大村はまが含
まれていることはあまり知られていないかもしれない。彼女の場合，出身校である東京女子大学が当
時無試験検定を受ける許可を得ていなかったため，中等学校教員となるために「文検国語科」を受け
る必要があった。大村は次のように述べている。
　昭和三年三月，卒業。不況で就職難の時代のことで，すぐには勤められなかった。家で，文
検といった，文部省の中等教員の検定試験の準備で猛勉強にはいった。当時の東京女子大学では，
まだ，無試験で教員免許状を受けることができなかった。（中略）
　このようなぐあいで，長野県諏訪高女に赴任。文検は十月予備試験，十一月本試験にさいわ
い合格して，翌昭和四年二月，免許状を得て，晴れて教諭になった（大村はま「今日の日まで」，
『大村はま国語教室』別巻，筑摩書房，1983年，364‒365頁）。
追記
※ 本研究は，文部科学省科学研究費補助金（若手研究（B）課題番号16730424）の交付を受けて行なった
研究成果の一部である。
※ 本稿は，全国大学国語教育学会第104会大会（2003年5月），同第107回大会（2004年10月）および鳥取大
学地域学部地域教育学科公開イベント「ちいきりんりん」（2005年3月）での発表をもとに加筆修正を加
えたものである。
※ 本研究を行なうにあたって，神戸大学発達科学部船寄俊雄教授より多くの資料を提供していただいた。
記して感謝の意を表したい。
（2007年5月11日受付，2007年5月18日受理）
